
一般社団法人日本作業療法士協会  

 

教育領域への作業療法士参画に向けた意見交換会に申し込みされる皆さまへ 

 

今回の意見交換会は、教育領域に対する各士会の取り組みや課題について情報を共有するとともに、他

士会との横のつながりを拡げる機会になることを期待し企画いたしました。下記の内容をご確認いただき、

お申し込みいただけますと幸いです。 

 

● 各士会における教育領域での取り組みと課題に関する情報･意見交換をする 

● 他士会との横のつながり(ネットワーク)を拡げる 

 

 

 

● 2025年 7月 19日（土）13：00～１６：３0 

 

    

 

     特別支援教育に関わる士会担当者(もしくは代理) 

代表者 1名の他に希望に応じて 2名までのオブザーバー参加 

   ●下記のGoogleフォームまたはQRコードよりお申し込みください。 

https://forms.gle/Cczbvs6NHPQjeewEA 

 

   ●グループディスカッションのグループ分けは、申込時にご希望いただいたテーマをもとに編成いたし

ます。ご希望のグループワークテーマを第 3希望まで選択ください。 

   ●参加締め切り：2025年 7月 11日（金） 

開催日時 

参加者 

意見交換会の目的 

お申し込み方法 



 

  

グループワークのテーマ（２０２４年度 士会アンケートに基づく） 

1. 教育領域におけるOTの役割の明確化と展望 

• 自立活動、巡回相談、通級指導など、どのような形でOTが活躍しているか？ 

• 「教育現場におけるOTの強み」は何か？ 

• OTが学校現場に関わる意義を、教育関係者にどう伝えていくか？ 

2. 士会としての支援体制づくり 

• 教育・発達領域に特化した部会・委員会の役割や活動内容の共有 

• 他士会の成功事例（例：OT派遣の仕組み、研修体制）から学べること 

• 地域間格差をどう埋めていくか？ 

3. 人材育成とマンパワー確保 

• 若手OTや地域のOTに教育領域への関心を持ってもらうには？ 

• 教育領域で働くために必要なスキル・研修とは？ 

• 人手不足に対する士会の支援策の工夫 

4. 教育機関との連携・制度的課題 

• 教育委員会や学校との関係性構築の方法 

• 採用に結びつけるためのアプローチ（例：モデル事業の提案、要望書提出） 

• 法制度・配置基準上の課題とその打開策 

5. 活動の見える化と発信 

• 他職種や地域住民に対するOTの活動の伝え方 

• 成果を可視化するには？（事例集、動画、パンフレットなど） 

• 士会内外における広報の工夫 



 

 

13:00 ～ 開会・あいさつ  

13:10 ～ 13：35（２５分） ＊発表 15分 ＋ 質疑 10分 

〇話題提供①「山梨県士会における特別支援教育への取り組み」（仮題） 

   石和共立病院 小児リハ室 伊東 仁香 氏  ひかりの家学園 児童発達支援センター 三井 信喜 氏 

 

13：４０ ～ 14：0５（２５分） ＊発表 15分 ＋ 質疑 10分   

〇話題提供②「栃木県士会における特別支援教育への取り組み」（仮題） 

国際医療福祉大学 保健医療学部  関森 英伸 氏 

 

14：0５ ～ 14：15（１０分） 休憩 

14：１５ ～ 15：３５（８０分） ＊グループ内で適宜休憩時間をとってください 

 〇グループディスカッション・情報交換  

  ＊お申し込みの際にご希望いただいたテーマをもとに、グループディスカッションのグループ分けを行い

ます。ご自身のグループのテーマをご確認のうえ、関連する情報やご意見の整理をお願いいたします。 

＊参加者 5～6人を 1グループとします。 

＊同じ士会の方が同じグループとならないよう分けさせていただきます。 

＊記録についてはGoogle Documentで共有するため、PCからのご参加をお願いいたします。 

＊複数名参加の士会は、当日報告する内容を事前に情報共有しておいてください。 

 

 

15：３５ ～ 15：４５（１０分） まとめ と 確認  ＊記録した内容をグループ内で確認してください 

15：４５ ～ １５：５５（１０分） 休憩 

１５：５５ ～ 16：25（３０分） 全体まとめ      ＊グループで話し合われた内容を全体で共有します 

16：25 ～ 閉会・あいさつ 

１６：３０    終了 

 

以上 

プログラム 

【特別支援教育に関わる士会担当者（その代理の方） の皆さまにお願い】 

●当日までに、ご自身が所属されている都道府県士会の特別支援教育に関する取り組みについ

て、可能な限りご確認をお願いいたします。 

●各都道府県士会の取り組みは、今後参加者に共有いたします。グループ内でご一緒される他士

会の取り組みにも目を通していただくことで、より実りあるディスカッションにつながることが

期待されます。ぜひご協力をお願いいたします。 

※共有資料は、各士会にご回答いただいた 2024年度のアンケート結果に基づいております。ご

回答がなかった士会の資料は含まれませんので、あらかじめご了承ください。 


